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市政日誌

６月
平成
４年

1992

横
浜
市
関
係

２
―
市
職
員
採
用
試
験
の
申
込
締
切
。
申
込
者
、

過
去
最
高
の
千
四
百
五
十
四
人

３
―
緑
区
荏
田
町
で
荏
田
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
。
市
内
六
館
目

４
―
市
と
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
の
友
好
提
携
三
十

五
周
年
記
念
式
典
出
席
の
、
友
好
使
節
団
渡
米

５
―
横
浜
版
地
球
サ
ミ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
９
２
横
浜

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
幕
（
～
６
日
）
。
▽
野

口
英
世
博
士
ゆ
か
り
の
金
沢
区
長
浜
・
横
浜
検

疫
所
細
菌
検
査
室
一
帯
の
国
有
地
一
・
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
で
市
へ

の
払
い
下
げ
決
定

８
―
旭
区
の
「
こ
ど
も
自
然
公
園
」
の
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
と
園
内
の
生
息
地
、
市
文
化
財
保
護
条

例
に
基
づ
く
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
に
指
定

　
1
0
―
横
浜
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
定
期
航
路
の
第

一
船
、
ロ
シ
ア
の
貨
客
船
ル
ー
シ
が
横
浜
港
に

入
港

　
1
2
―
市
都
市
美
対
策
審
議
会
（
会
長
・
渡
辺
定

夫
東
京
大
学
教
授
）
、
街
路
施
設
整
備
に
関
す

る
提
言
を
市
長
に
提
出
。
▽
市
が
新
た
に
設
け

た
国
際
、
経
営
職
に
五
十
人
が
応
募
。
専
門
事

務
職
で
の
国
籍
条
項
の
な
い
職
員
募
集
は
初

　
1
3
―
横
浜
・
川
崎
両
市
営
と
神
奈
川
中
央
交
通

バ
ス
の
共
通
カ
ー
ド
乗
車
券
発
行
。
全
国
初

2
3
―
「
下
水
道
展
9
2
横
浜
」
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
幕
（
～
2
6
日
）
。
▽
栄
区
の
住
民
九
十

二
人
、
同
区
内
の
二
業
者
を
都
市
計
画
法
違
反

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
神
奈
川
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン

タ
ー
、
発
足
。
２
―
デ
ン
マ
ー
ク
国

民
投
票
で
、
欧
州
連
合
条
約
批
准
を

否
決
。
３
―
国
連
環
境
開
発
会
議

（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
、
世
界
百
十
五
力

国
の
政
府
代
表
を
集
め
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
幕
（
～
1
4
）
。
４
―
東

京
湾
横
断
道
路
と
東
名
高
速
道
路
を

結
ぶ
川
崎
縦
貫
道
路
の
起
工
式
。
1
0
―

第
一
回
都
市
づ
く
り
事
業
推
進
全
国

大
会
（
実
行
委
員
会
会
長
・
高
秀
横

浜
市
長
）
、
開
催
。
1
1
―
兵
庫
県
公

安
委
員
会
、
広
域
暴
力
団
山
口
組
を

暴
力
団
新
法
に
基
づ
き
指
定
決
定
。

　
1
5
―
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

協
力
法
案
、
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
。

社
会
・
社
民
連
両
党
議
員
、
衆
議
院

解
散
要
求
し
、
憲
政
史
上
初
の
集
団

議
員
辞
職
願
を
提
出
。
1
6
―
県
日
中

友
好
協
会
が
設
立
十
周
年
、
記
念
式

典
。
1
8
―
「
保
谷
市
資
源
の
再
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
、
市
議
会

で
可
決
。
住
民
の
直
接
請
求
に
よ
る

条
例
成
立
は
全
国
初
。
2
0
―
臨
時
行

政
改
革
推
進
協
議
会
の
鈴
木
永
二
会

長
、
宮
沢
首
相
に
第
三
次
答
申
を
提

出
。
地
方
分
権
特
例
制
度
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
自
治
体
）
の
導
入
な
ど
を
提
唱
。

　
2
3
―
連
続
一
ヵ
月
の
夏
期
休
暇
取
得

で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
時
事
通
信
記

者
に
よ
る
訴
訟
の
上
告
審
で
、
最
高

裁
、
記
者
側
の
主
張
を
認
め
た
二
審

判
決
を
破
棄
、
東
京
高
裁
に
差
し
戻

し
判
決
。
2
4
―
川
崎
市
議
会
、
公
共
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容
疑
で
横
浜
地
検
に
告
発

2
4
―
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
昭
和
六
十
三
年

九
月
の
開
館
以
来
の
入
館
者
百
万
人

2
6
1
市
、
中
国
・
上
海
市
に
動
物
交
換
代
表
団

派
遣

2
7
―
港
北
区
綱
島
公
園
に
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス

が
完
成
。
開
館
記
念
式
典

2
8
―
美
術
館
連
絡
協
議
会
創
立
十
周
年
記
念
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
「
市
民
と
美
術
館
」
横

浜
国
際
平
和
会
議
場
で
開
幕
（
～
3
0
日
）

１
―
北
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
緑
区
に
オ
ー

プ
ン
。
▽
市
、
救
急
救
命
士
の
業
務
開
始

２
―
市
、
企
業
等
誘
致
推
進
本
部
を
設
置

　
1
3
―
市
、
二
〇
〇
二
年
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
の
開
催
地
と
し
て
立
候
補
。

同
実
行
委
員
会
に
出
願
書
を
提
出

　
1
5
―
市
、
横
浜
国
際
港
都
建
設
計
画
都
市
高
速

鉄
道
第
四
号
み
な
と
み
ら
い
2
1
線
の
環
境
影
響

評
価
審
査
書
を
公
告
、
縦
覧

　
1
6
―
市
、
高
速
横
浜
環
状
道
路
南
線
環
境
影
響

評
価
準
備
書
の
意
見
書
提
出
締
切
。
十
四
万
通

提
出
。
▽
市
、
新
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

「
二
〇
一
〇
よ
こ
は
ま
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」

を
開
設
（
～
1
2
月
2
5
日
）

　
1
8
―
南
区
清
水
ケ
丘
公
園
に
清
水
ケ
丘
体
育
館

と
多
目
的
広
場
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン

自
治
体
・
国
・
社
会

料
金
へ
の
消
費
税
転
嫁
を
盛
り
込
ん

だ
条
例
改
正
案
を
可
決
。
2
5
―
経
済

審
議
会
（
会
長
・
平
岩
外
四
東
京
電

力
会
長
）
、
宮
沢
首
相
に
「
生
活
大

国
五
カ
年
計
画
」
を
答
申
。
2
7
―
厚

生
省
、
一
九
九
一
年
簡
易
生
命
表
を

発
表
。
平
均
寿
命
、
男
性
七
六
・
一

一
歳
、
女
性
八
二
・
一
一
歳
。
前
年

比
男
性
〇
・
一
九
歳
、
女
性
〇
・
二

一
歳
延
び
。
3
0
―
漫
画
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
の
作
者
・
長
谷
川
町
子
さ
ん
、

５
月
2
7
日
に
死
去
判
明
（
7
2
）

１
―
川
崎
市
、
政
令
指
定
都
市
初
の

環
境
基
本
条
例
施
行
。
２
―
東
海
大

学
医
学
部
付
属
病
院
の
安
楽
死
事
件

で
、
横
浜
地
検
、
元
助
手
を
殺
人
罪

で
起
訴
。
３
―
福
岡
県
北
野
町
議
会
、

「
町
の
環
境
を
よ
く
す
る
条
例
」
か

可
決
。
ご
み
の
投
げ
捨
て
の
罰
金
な

ど
を
盛
り
込
む
。
全
国
初
。
５
―
綾

瀬
市
長
選
挙
で
、
見
上
和
由
氏
初
当

選
。
６
１
政
府
、
戦
時
中
の
朝
鮮
人

従
軍
慰
安
婦
問
題
で
、
旧
日
本
軍
が

直
接
関
与
し
て
い
た
事
実
を
示
す
調

査
結
果
を
公
表
。
▽
第
十
八
回
先
進

国
首
脳
会
議
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
）
で
、
北
方
領
土
問
題
に
触
れ
た

初
の
政
治
宣
言
採
択
。
７
―
神
奈
川

県
警
、
藤
沢
市
道
路
補
修
課
長
と
市

内
建
設
会
社
社
長
を
贈
収
賄
容
疑
で
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1
9
―
「
い
の
ち
の
電
話
」
の
国
際
大
会
、
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
（
～
2
2
日
）
。

2
0
―
市
、
横
浜
港
大
黒
ふ
頭
に
建
設
予
定
の
総

合
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
参
加
企
業
を
募
集

（
～
８
月
1
7
日
）
。
▽
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
活
用
検
討

委
員
会
（
委
員
長
・
池
澤
利
明
横
浜
港
埠
頭
公

社
理
事
長
）
、
発
足

2
7
―
病
院
へ
看
護
婦
の
再
就
職
の
斡
旋
な
ど
を

行
う
横
浜
市
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
港
南
区
に
オ
ー

プ
ン
。
▽
第
十
一
回
横
浜
薪
能
、
開
催

2
8
―
市
、
南
本
牧
ふ
頭
の
建
設
事
業
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
ユ
ー
ロ
ド
ル
債
一
億
三
千
万

ド
ル
発
行
を
ロ
ン
ド
ン
で
調
印
。
▽
運
輸
審
議

会
、
野
島
沖
の
港
湾
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
答

申
。
▽
市
、
「
横
浜
市
駐
車
場
問
題
研
究
会
」

を
設
置

3
1
―
み
な
と
み
ら
い
2
1
テ
レ
ポ
ー
ト
推
進
協
議

会
（
会
長
・
佐
藤
昌
之
横
浜
み
な
と
み
ら
い
2
1

テ
レ
ポ
ー
ト
会
社
副
社
長
）
発
足
。
八
十
二
企

業
・
団
体
が
参
加
。
▽
横
浜
市
児
童
福
祉
審
議

会
、
保
育
施
設
の
あ
り
方
と
社
会
的
役
割
答
申

１
―
ヨ
コ
ハ
マ
・
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催
（
～
９
日
）

３
―
市
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
「
よ

こ
は
ま
子
ど
も
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ヤ
」
を
派

遣
（
～
９
日
）

９
―
横
浜
交
響
楽
団
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、

県
立
音
楽
堂
で
記
念
演
奏
会
を
開
催
。
▽
道
の

逮
捕
。
1
4
―
東
京
・
中
央
労
働
基
準

監
督
署
、
三
井
物
産
課
長
の
遺
族
の

労
災
認
定
申
請
に
対
し
、
業
務
上
と

認
定
。
1
6
―
米
民
主
党
大
会
、
ク
リ

ン
ト
ン
・
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
、

ゴ
ア
上
院
議
員
を
正
副
大
統
領
候
補

に
指
名
。
2
0
―
川
崎
市
の
九
つ
の
社

会
福
祉
法
人
、
「
川
崎
市
老
人
福
祉

施
設
事
業
協
会
」
を
設
立
。
2
1
―
首

相
の
私
的
諮
問
機
関
「
主
都
機
能
移

転
問
題
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
の

平
岩
外
四
座
長
（
経
団
連
会
長
）
、

主
都
機
能
移
転
に
関
す
る
報
告
を
ま

と
め
、
首
相
に
提
出
。
2
6
―
第
十
六

回
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
、
史
上
最

低
の
五
〇
・
七
二
％
。
自
民
党
、
改

選
過
半
数
を
上
回
る
六
十
九
議
席
獲

得
。
日
本
新
党
、
初
の
四
議
席
獲
得
。

神
奈
川
選
挙
区
の
投
票
率
、
四
三
・

〇
六
％
と
戦
後
の
国
政
選
挙
史
上
最

低
を
記
録
。
2
9
―
逗
子
市
開
発
指
導

要
綱
に
従
わ
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設

を
し
た
た
め
、
同
市
が
下
水
道
管
を

封
鎖
し
、
建
設
業
者
が
横
浜
地
裁
に

提
訴
し
て
い
た
問
題
で
、
和
解
。

２
―
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ

ン
で
、
有
森
裕
子
選
手
が
銀
メ
ダ
ル

獲
得
。
女
子
陸
上
で
は
六
十
四
年
ぶ

り
。
４
―
作
家
の
松
本
清
張
氏
死
去

（
8
2
）
。
７
―
人
事
院
、
国
家
公
務
員

給
与
改
定
で
二
・
八
七
％
ア
ッ
プ
勧

告
。
1
0
―
千
葉
市
の
川
崎
製
鉄
公
害

訴
訟
で
、
東
京
高
裁
が
和
解
勧
告
。

日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
横
浜
の
ま
ち
と
み
ち

の
歴
史
」
、
開
催

　
1
5
―
高
校
生
が
企
画
・
出
演
の
音
楽
祭
「
第
十

三
回
ホ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

　
1
7
―
市
広
報
企
画
審
議
会
（
会
長
・
小
林
弘
親

横
浜
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）
、
市
政
広
聴
の

総
合
指
針
に
つ
い
て
高
秀
市
長
に
答
申

2
3
―
帆
船
日
本
丸
の
観
覧
者
、
一
般
公
開
七
年

四
カ
月
で
二
百
万
人
突
破
。
▽
鶴
見
川
い
か
だ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
開
催
。
▽
南
極
観
測
船

「
し
ら
せ
」
、
横
浜
港
に
寄
港
し
一
般
公
開

2
5
―
野
島
周
辺
の
港
湾
区
域
の
線
引
き
問
題
で

横
浜
・
横
須
賀
両
市
が
合
意
に
達
し
、
市
報
で

公
告
。
▽
国
際
大
学
婦
人
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
）

の
第
二
十
五
回
世
界
大
会
（
一
九
九
五
年
）
の

横
浜
開
催
が
決
定

2
6
―
復
元
建
造
さ
れ
た
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
」

号
、
横
浜
港
に
初
入
港
、
一
般
公
開
（
～
９
月

１
日
）
。
▽
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
9
2
」
、
横
浜

国
際
平
和
会
議
場
で
開
幕
（
～
2
9
日
）

2
7
―
横
浜
港
初
の
航
空
貨
物
専
用
施
設
「
横
浜

航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
完
成
式
典

2
9
―
市
女
性
問
題
協
議
会
が
「
市
男
女
平
等
社

会
推
進
協
議
会
」
に
改
組
さ
れ
、
初
会
合

3
1
―
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
と
国
連
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）

主
催
の
「
港
湾
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
、
世
界
三
十

力
国
二
百
人
が
参
加
し
開
催
（
～
９
月
４
日
）

十
七
年
ぶ
り
決
着
。
▽
国
連
平
和
維

持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
施
行
。

　
1
2
―
神
奈
川
県
警
、
警
官
・
主
婦
殺

傷
事
件
等
で
本
部
長
等
十
八
人
懲
戒

処
分
。
1
4
―
自
治
省
、
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
人
口
調
査
結
果
を
発
表
。

総
人
口
一
億
二
千
三
百
五
十
八
万
七

千
二
百
九
十
七
人
。
出
生
者
数
、
調

査
開
始
以
来
初
め
て
前
年
よ
昨
増
加
。

　
1
5
―
川
崎
市
、
職
員
に
よ
る
不
祥
事

で
助
役
ら
十
八
人
を
懲
戒
処
分
。
1
9
―

日
立
製
作
所
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
製
造
部
門
の
一
時
帰
休
を
提
案
。

十
八
年
ぶ
り
。
2
0
―
米
共
和
党
大
会
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、
ク
エ
ー
ル
副
大

統
領
を
正
副
大
統
領
候
補
に
指
名
。

2
4
―
中
国
と
韓
国
の
国
交
樹
立
。
▽

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
専
用
輸
送
船
あ
か
つ

き
丸
、
フ
ラ
ン
ス
に
向
け
横
浜
港
出

港
。
2
6
―
大
和
、
綾
瀬
、
座
間
、
海

老
名
四
市
の
自
治
会
連
合
会
、
厚
木

基
地
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
夜
間
離
着
陸
訓
練
）

全
面
移
転
を
求
め
た
約
二
十
八
万
人

の
署
名
、
政
府
に
提
出
。
▽
県
環
境

部
、
平
成
三
年
度
県
内
大
気
汚
染
状

況
調
査
発
表
。
二
酸
化
窒
素
平
均
濃

度
前
年
よ
り
上
昇
し
○
・
○
三
一
ｐ

ｐ
ｍ
。
県
内
五
十
一
測
定
局
中
二
十

九
局
が
不
適
合
で
過
去
十
年
間
最
悪
。

2
7
―
金
丸
自
民
党
副
総
裁
、
東
京
佐

川
急
便
か
ら
の
五
億
円
授
受
を
認
め

副
総
裁
辞
任
。
2
8
―
政
府
、
総
事
業

規
模
十
兆
七
千
億
円
の
総
合
経
済
対

策
決
定
。
3
1
―
逗
子
市
の
富
野
市
長
、

市
長
選
挙
不
出
馬
表
明
。
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